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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　静電容量型タッチパネルと、前記静電容量型タッチパネルを覆う外装カバーと、を備え
る静電容量型タッチパネルアセンブリであって、
　前記静電容量型タッチパネルは、透明乃至半透明フィルムに導電性パターンが形成され
たタッチパネル用フィルムから形成され、
　前記静電容量型タッチパネルは側壁と天壁とを有し、前記導電性パターンは、マトリッ
クス状に透明導電性材料から形成された第１及び第２電極パッドを含み、前記第１及び第
２電極パッドは、前記静電容量型タッチパネルの天壁に配置されると共に、前記静電容量
型タッチパネルの側壁の少なくとも一部にも配置され、
　前記外装カバーは、前記静電容量型タッチパネルの天壁を覆う天壁と、前記静電容量型
タッチパネルの側壁を覆う平坦な側壁とを有し、
　前記外装カバーの天壁には主開口領域が設けられ、前記主開口領域は入力操作部として
機能し、
　前記静電容量型タッチパネルの側壁に設けられた第１及び第２電極パッドに対応する前
記外装カバーの平坦な側壁の一部が他の入力操作部として機能することを特徴とする静電
容量型タッチパネルアセンブリ。
【請求項２】
　請求項１に記載の静電容量型タッチパネルアセンブリと、前記静電容量型タッチパネル
アセンブリの下側に配設された表示手段と、を備えることを特徴とするタッチパネル式表
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示装置。
【請求項３】
　前記外装カバーの天壁には、前記主開口領域と副開口領域とが設けられ、
　前記主開口領域は入力操作画面として機能し、
　前記副開口領域は前記他の入力操作部に対応して設けられ、前記他の入力操作部の操作
内容を表示することを特徴とする請求項２に記載のタッチパネル式表示装置。
【請求項４】
　前記外装カバーの天壁には前記主開口領域が設けられ、前記外装カバーの側壁には副開
口領域が設けられ、前記主開口領域は入力操作画面として機能し、前記副開口領域は表示
窓及び前記他の入力操作部として機能することを特徴とする請求項２に記載のタッチパネ
ル式表示装置。
【請求項５】
　静電容量型タッチパネルアセンブリと、前記静電容量型タッチパネルアセンブリの下側
に配設された表示手段と、を備えるタッチパネル式表示装置であって、
　前記静電容量型タッチパネルアセンブリは、静電容量型タッチパネルと、前記静電容量
型タッチパネルを覆う外装カバーと、を備え、
　前記静電容量型タッチパネルは、透明乃至半透明フィルムに導電性パターンが形成され
たタッチパネル用フィルムから形成され、
　前記静電容量型タッチパネルは天壁と側壁とを有し、前記導電性パターンは、マトリッ
クス状に透明導電性材料から形成された第１及び第２電極パッドを含み、前記第１及び第
２電極パッドは、前記静電容量型タッチパネルの天壁に配置されると共に、前記静電容量
型タッチパネルの側壁の少なくとも一部にも配置され、
　前記外装カバーは、前記静電容量型タッチパネルの天壁を覆う天壁と、前記静電容量型
タッチパネルの側壁を覆う側壁と、前記外装カバーの天壁と側壁とを接続する接続部と、
を有し、
　前記外装カバーの天壁には主開口領域が設けられ、前記主開口領域は入力操作画面とし
て機能し、
　前記接続部はＲ形状を有し、前記Ｒ形状に沿って副開口領域が設けられ、前記副開口領
域は入力操作部及び表示窓として機能し、
　前記表示手段は前記接続部のＲ形状に対応した形状を有することを特徴とするタッチパ
ネル式表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、静電容量の変化を利用して入力操作を検知するための静電容量型タッチパネ
ルアセンブリの製造方法に関する。また、本発明は、このような静電容量型タッチパネル
アセンブリを備えた表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　例えば、タッチパネル式液晶表示装置は、液晶表示手段と、この液晶表示手段の表面側
に配設されたタッチパネルアセンブリとを備え、このタッチパネルアセンブリとして、静
電容量型タッチパネルアセンブリを用いたものが知られている（例えば、非特許文献１参
照）。
【０００３】
　このような静電容量型タッチパネルアセンブリは、静電容量型タッチパネルと、このタ
ッチパネルの表面側に配設された外装部材とを備え、外装部材が透明プラスチック、透明
ガラスなどから形成されている。静電容量型タッチパネルは、電気的絶縁性を有する樹脂
シートを備え、この樹脂シートの片面にマトリックス状に第１導電パターン（例えば、横
方向の位置を検出するためのパターン）が設けられ、その他面にマトリックス状に第２導
電パターン（例えば、縦方向の位置を）検出するためのパターン）が設けられ、これら第
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１及び第２導電パターンに微弱の電流が供給される。
【０００４】
　このような微弱電流の供給状態において、タッチパネルアセンブリの表面（外装部材の
表面）を指などで入力操作すると、タッチパネル表面の電荷が変化し、例えば、第１導電
パターン側の電荷の状態を検知して横方向の位置を検出することができ、また第２導電パ
ターン側の電荷の変化を検知して縦方向の位置を検出することができる。
【先行技術文献】
【非特許文献】
【０００５】
【非特許文献１】テクノベインズ株式会社のホームページに掲載されている「技術情報」
の解説ページにおける「タッチパネルの原理」
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　このような静電容量型タッチパネルアセンブリでは、タッチパネル及び外装部材がプレ
ート状に形成されているために、外観意匠のデザインの自由度が少なく、また入力操作面
もタッチパネルアセンブリの上面のみとなって操作性に優れてなく、操作性の面での改善
が望まれている。また、外装部材が透明ガラスである場合、重量が重く、割れやすいとい
う問題があり、また透明プラスチックである場合、単品毎に切削にて生産されており、生
産性が低くなるという問題がある。
【０００７】
　本発明の目的は、静電容量型パネル用フィルム材料から所定形状のタッチパネルフィル
ムを容易に製造することができる静電容量型タッチパネルアセンブリの製造方法を提供す
ることである。
【０００８】
　本発明の他の目的は、静電容量型タッチパネルの側面にも入力操作部を設けることがで
きる静電容量型タッチパネルアセンブリの製造方法を提供することである。
【０００９】
　また、本発明の更に他の目的は、静電容量型タッチパネルに関連してその構成を比較的
簡単にすることができる表示装置を提供することである。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　本発明の請求項１に記載の静電容量型タッチパネルアセンブリは、静電容量型タッチパ
ネルと、前記静電容量型タッチパネルを覆う外装カバーと、を備える静電容量型タッチパ
ネルアセンブリであって、前記静電容量型タッチパネルは、透明乃至半透明フィルムに導
電性パターンが形成されたタッチパネル用フィルムから形成され、前記静電容量型タッチ
パネルは側壁と天壁とを有し、前記導電性パターンは、マトリックス状に透明導電性材料
から形成された第１及び第２電極パッドを含み、前記第１及び第２電極パッドは、前記静
電容量型タッチパネルの天壁に配置されると共に、前記静電容量型タッチパネルの側壁の
少なくとも一部にも配置され、前記外装カバーは、前記静電容量型タッチパネルの天壁を
覆う天壁と、前記静電容量型タッチパネルの側壁を覆う平坦な側壁とを有し、前記外装カ
バーの天壁には主開口領域が設けられ、前記主開口領域は入力操作部として機能し、前記
静電容量型タッチパネルの側壁に設けられた第１及び第２電極パッドに対応する前記外装
カバーの平坦な側壁の一部が他の入力操作部として機能することを特徴とする。
【００１１】
　また、本発明の請求項２に記載のタッチパネル式表示装置は、請求項１に記載の静電容
量型タッチパネルアセンブリと、前記静電容量型タッチパネルアセンブリの下側に配設さ
れた表示手段と、を備えることを特徴とする。
【００１２】
　また、本発明の請求項３に記載のタッチパネル式表示装置は、前記外装カバーの天壁に
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は、前記主開口領域と副開口領域とが設けられ、前記主開口領域は入力操作画面として機
能し、前記副開口領域は前記他の入力操作部に対応して設けられ、前記他の入力操作部の
操作内容を表示することを特徴とする。
【００１３】
　また、本発明の請求項４に記載のタッチパネル式表示装置は、前記外装カバーの天壁に
は前記主開口領域が設けられ、前記外装カバーの側壁には副開口領域が設けられ、前記主
開口領域は入力操作画面として機能し、前記副開口領域は表示窓及び前記他の入力操作部
として機能することを特徴とする。
【００１４】
　また、本発明の請求項５に記載のタッチパネル式表示装置は、静電容量型タッチパネル
アセンブリと、前記静電容量型タッチパネルアセンブリの下側に配設された表示手段と、
を備えるタッチパネル式表示装置であって、前記静電容量型タッチパネルアセンブリは、
静電容量型タッチパネルと、前記静電容量型タッチパネルを覆う外装カバーと、を備え、
　前記静電容量型タッチパネルは、透明乃至半透明フィルムに導電性パターンが形成され
たタッチパネル用フィルムから形成され、前記静電容量型タッチパネルは天壁と側壁とを
有し、前記導電性パターンは、マトリックス状に透明導電性材料から形成された第１及び
第２電極パッドを含み、前記第１及び第２電極パッドは、前記静電容量型タッチパネルの
天壁に配置されると共に、前記静電容量型タッチパネルの側壁の少なくとも一部にも配置
され、前記外装カバーは、前記静電容量型タッチパネルの天壁を覆う天壁と、前記静電容
量型タッチパネルの側壁を覆う側壁と、前記外装カバーの天壁と側壁とを接続する接続部
と、を有し、前記外装カバーの天壁には主開口領域が設けられ、前記主開口領域は入力操
作画面として機能し、前記接続部はＲ形状を有し、前記Ｒ形状に沿って副開口領域が設け
られ、前記副開口領域は他の入力操作部及び表示窓として機能し、前記表示手段は前記接
続部のＲ形状に対応した形状を有することを特徴とする。
【発明の効果】
【００２７】
　本発明の静電容量型タッチパネルアセンブリによれば、静電容量型タッチパネルの天壁
及び側壁の少なくとも一部に第１及び第２電極パッドが配置されているので、静電容量型
タッチパネルの表面及び側面の少なくとも一部を入力操作部として機能させることができ
、静電容量型タッチパネルの表面に加えて側面においてもタッチパネル操作が可能となり
、操作性の向上した多機能の静電容量型タッチパネルアセンブリを提供することができる
。
【００３０】
　更に、本発明のタッチパネル式表示装置によれば、表示装置本体の表面及び前記表示装
置本体の側面の少なくとも一部に入力操作部が設けられているので、その表面に加えて側
面にも操作機能を持たせることができ、従来に比してより多用途に適合し且つ使用勝手の
向上した表示装置を提供することができる。
　更に、本発明の記載のタッチパネル式表示装置によれば、表示装置本体の表面と側面と
の接続部に入力操作部が設けられているので、当該接続部にも操作機能を持たせることが
でき、従来に比してより多用途に適合し且つ使用勝手の向上した表示装置を提供すること
ができる。
【００３１】
　また、本発明の請求項８に記載の静電容量型タッチパネルアセンブリの製造方法によれ
ば、第１中間カバーフィルムの天壁と側壁との接続部の少なくとも一部はＲ形状を有し、
開口領域はＲ形状を有する接続部に位置すると共に第１中間タッチパネルフィルムの第１
及び第２電極パッドの一部に対応するので、天壁と側壁との接続部においてもタッチパネ
ル操作が可能となり、操作性の向上した多機能の静電容量型タッチパネルアセンブリを提
供することができる。
【００３２】
　また、本発明の請求項９に記載の静電容量型タッチパネルアセンブリの製造方法によれ
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ば、カバー用フィルム材料の他面に機能層が設けられているので、静電容量型タッチパネ
ルアセンブリの外装カバーに各種機能を持たせることができる。例えば、バードコート層
を設けることにより、フィルムに傷付防止機能を持たせることができ、反射防止層を設け
ることにより、フィルムに反射防止機能を持たせることができ、また防汚層を設けること
により防汚機能を持たせることができる。尚、この機能層の付与は、インサート成形前に
行うのが望ましい。
【００３３】
　また、本発明の請求項１０に記載の静電容量型タッチパネルアセンブリの製造方法によ
れば、接続端子にはカーボンインクが塗布されているので、マイグレーション現象の発生
を防止できると共に、接続端子の強度を上げてこれを保護することができる。
【００３４】
　また、本発明の請求項１１に記載のタッチパネル式表示装置は、請求項１～１０のいず
れかに記載の製造方法により製造された静電容量型タッチパネルアセンブリを備えている
ので、静電容量型タッチパネルに関連して表示装置の軽量化、薄型化を達成することがで
きる。
【００３５】
　更に、本発明の請求項１２に記載のタッチパネル式表示装置によれば、表示装置本体の
表面及び前記表示装置本体の側面の少なくとも一部に入力操作部が設けられているので、
その表面に加えて側面にも操作機能を持たせることができ、従来に比してより多用途に適
合し且つ使用勝手の向上した表示装置を提供することができる。
【００３６】
　更に、本発明の請求項１３に記載のタッチパネル式表示装置によれば、表示装置本体の
表面と側面との接続部に入力操作部が設けられているので、当該接続部にも操作機能を持
たせることができ、従来に比してより多用途に適合し且つ使用勝手の向上した表示装置を
提供することができる。
【図面の簡単な説明】
【００３７】
【図１】タッチパネル式表示装置の一実施形態を簡略的に示す斜視図。
【図２】図１におけるＩＩ－ＩＩ線による断面図。
【図３】図１の表示装置の静電容量型タッチパネルアセンブリを示す断面図。
【図４】図３の静電容量型タッチパネルアセンブリの製造の流れを示す製造工程図。
【図５】図４の製造工程におけるカバー用フィルム材料印刷工程を説明するための簡略図
。
【図６】カバーフィルム抜き工程を説明するための簡略図。
【図７】カバーフィルムフォーミング工程を説明するための簡略図。
【図８】カバーフィルムトリミング工程を説明するための簡略図。
【図９】図４の製造工程に用いるタッチパネル用フィルム材料を簡略的に示す図。
【図１０】図９のタッチパネル用フィルム材料に形成される導電性パターンを簡略的に示
す図。
【図１１】タッチパネルフィルム抜き工程を説明するための簡略図。
【図１２】タッチパネルフィルムフォーミング工程を説明するための簡略図。
【図１３】タッチパネルフィルムトリミング工程を説明するための簡略図。
【図１４】図４の製造工程におけるインサート成形工程において凹状成形金型型に第２中
間カバーフィルムを装着し且つ凸状成型金型に第２中間タッチパネルフィルムを装着した
ときの状態を説明するための簡略図。
【図１５】インサート成形工程において凹状成形金型と凸状成形金型とを型締めした状態
を説明するための簡略図。
【図１６】静電容量型タッチパネルアセンブリの製造の流れの他の例を示す製造工程図。
【図１７】タッチパネル式表示装置の他の実施形態を簡略的に示す斜視図。
【図１８】タッチパネル式表示装置の他の実施形態を簡略的に示す斜視図。
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【発明を実施するための形態】
【００３８】
　以下、添付図面を参照して、本発明に従う静電容量型タッチパネルアセンブリの製造方
法及びこれを備えたタッチパネル式表示装置について説明する。尚、この実施形態では、
表示装置としての液晶表示装置に適用して説明するが、有機ＥＬ表示装置などの他の形態
の表示装置にも同様に適用することができる。
【００３９】
　図１及び図２において、図示の液晶表示装置２は、矩形状の表示装置本体３を備え、こ
の表示装置本体３の表面（図１において上面）に表示窓５が設けられ、例えばスマートフ
ォン、タブレット端末などに適用される。この液晶表示装置２は、上面が開放された矩形
状の装置ハウジング４を備え、この装置ハウジング４内に液晶表示手段６が内蔵され、こ
の液晶表示手段６の表面側に静電容量型タッチパネルアセンブリ８が配設され、この静電
容量型タッチパネルアセンブリ８は、装置ハウジング４の上面開口を被うように装着され
ている。液晶表示手段６は各種情報を表示するためのそれ自体周知のものでよい。
【００４０】
　図３をも参照して、図示の静電容量型タッチパネルアセンブリ８は、静電容量型タッチ
パネル１０と、樹脂層１２と、外装カバー１４とを備えている。静電容量型タッチパネル
１０は、後述するように、タッチパネルフィルムから構成され、このタッチパネルフィル
ムの片面（例えば、図２及び図３において上面）の実質上全域に、第１電極パッド１５Ｍ
（図９～図１３参照）がマトリックス状に設けられ、第１電極パッド１５Ｍは、手の指な
どで入力操作したときの電荷の変化に基づいて、例えば横方向（図９～図１２において左
右方向）の位置を検知し、その他面（図２において下面）の実質上全域に、第２電極パッ
ド１７Ｍ（図９参照）がマトリックス状に設けられ、第２電極パッド１７Ｍは、指などで
入力操作したときの電荷の変化に基づいて、例えば縦方向（図９～図１３において上下方
向）の位置を検知し、第１及び第２電極パッド１５Ｍ，１７Ｍの検知位置に基づいて、静
電容量型タッチパネル１０の入力操作位置を検出することができる。
【００４１】
　静電容量型タッチパネル１０のタッチパネルフィルムは、透明乃至半透明の樹脂材料、
例えばポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリカーボネート（ＰＣ）、アクリル樹
脂などから形成され、第１及び第２電極パッド１５Ｍ，１７Ｍは、透明導電性材料、例え
ば酸化インジウムスズ（ＩＴＯ）、ＩＴＯ代替素材である導電性高分子のポリエチレンジ
オキシオフェン（ＰＥＤＯＴ）、銀ナノワイヤーインク、ハロゲン化銀粒子などから形成
される。
【００４２】
　この実施形態では、タッチパネルフィルムの片面に第１電極パッド１５Ｍを設け、その
他面に第２電極パッド１７Ｍを設けた静電容量型タッチパネル１０を用いているが、この
ような形態のものに限定されず、タッチパネルフィルムの片面の第１特定領域に第１電極
パッドを設け、この片面の他の第２特定領域に第２電極パッドを設けたものを用いるよう
にしてもよく、或いはタッチパネルフィルムの片面に第１電極パッドを設けるとともに、
この第１電極パッドの表面側に電気的絶縁層を介して第２電極パッドを設けたものを用い
るようにしてもよい。
【００４３】
　この静電容量型タッチパネル１０は、後に説明するように、液晶表示手段６の表面側を
覆う天壁１６と、この天壁１６の外周部から液晶表示手段６側に延びる周側壁１８とを有
し、周側壁１８の一部（図２において左側に示す側壁１８ａ）から延長部１９が延びてい
る。この形態では、第１及び第２電極パッド１５Ｍ，１７Ｍは、後述する記載から理解さ
れるように、静電容量型タッチパネル１０の天壁１６の実質上全域に設けられているとと
もに、その周側壁１８にも設けられ、またその延長部１９には第１及び第２電極パッド１
５Ｍ，１７Ｍに電気的に接続された第１及び第２接続端子（電気的接続部）１５Ｔ，１７
Ｔ（図１０参照）が設けられ、この第１及び第２接続端子１５Ｔ，１７Ｔは、液晶表示装



(7) JP 5997158 B2 2016.9.28

10

20

30

40

50

置２の制御基板（図示せず）に接続される。従って、静電容量タッチパネル１０の天壁１
６及び周側壁１８における電荷の変化を利用して、入力操作した指などの位置及び指の動
きを検知することが可能となる。
【００４４】
　尚、このような第１及び第２電極パッド１５Ｍ，１７Ｍは、天壁１６及び周側壁１８の
実質上全域に設ける必要はなく、指などで入力操作する入力操作部に対応する天壁１６の
一部及び周側壁１８の一部に設けるようにしてもよく、このように構成しても、後述する
所望の効果を達成することができる。
【００４５】
　また、外装カバー１４は、カバーフィルムから構成され、装置ハウジング４の形状に対
応した矩形状であり、静電容量型タッチパネル１０の天壁１６の表面側を覆う天壁２０と
、この天壁２０の外周部から液晶表示手段６側に延びる周側壁２２とを有している。この
外装カバー１４の外形は、静電容量型タッチパネル１０の外形よりも幾分大きく、外装カ
バー１４（カバーフィルム）と静電容量型タッチパネル１０（タッチパネルフィルム）と
の間に樹脂層１２が介在される。この実施形態では、後に説明するように、外装カバー１
４（カバーフィルム）と静電容量型タッチパネル１０（タッチパネルフィルム）との間の
間隙に溶融樹脂を流し込んで樹脂層１２が形成される。
【００４６】
　この外装カバー１４のカバーフィルムは、静電容量型タッチパネル１０と同様に、透明
乃至半透明の樹脂材料、例えばポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）、ポリカーボネー
ト（ＰＣ）、アクリル樹脂などから形成される。
【００４７】
　この形態では、外装カバー１４の内面の所定領域（具体的には、天壁２０の外周縁部及
び周側壁２２の実質上全域）に、開口領域２４（入力操作部として機能する）を形成する
ための印刷層２６が設けられている。従って、この外装カバー１４の外側からは、印刷層
２６によって規定される開口領域２４が露呈し、この開口領域２４が液晶表示装置２の表
示窓５として機能し、かかる開口領域２４を介して指などによって静電容量型タッチパネ
ル１０を入力操作するようになる。
【００４８】
　インサート成形に用いる樹脂（樹脂層１２の樹脂）としては、透明乃至半透明の樹脂材
料、例えば、アクリル樹脂、ポリカーボネート（ＰＣ）、ＡＢＳ樹脂などを用いることが
できる。
【００４９】
　次に、図４とともに図５～図１５を参照して、上述した静電容量型タッチパネルアセン
ブリ８の製造方法について説明する。尚、以下の説明においては、図１～図３と同じ部材
には同一の参照番号を付して説明する。
【００５０】
　図４において、静電容量タッチパネルアセンブリ８を製作するには、インサート成形を
行うに先立って、外装カバー１４（カバーフィルム）及び静電容量型タッチパネル１０（
タッチパネルフィルム）を製作する。外装カバー１４を製作するには、透明乃至半透明の
カバー用フィルム材料３２の片面に印刷を施して印刷層２６を形成する（カバー用フィル
ム材料印刷工程Ｓ１）。例えば、カバー用フィルム材料３２としては、上述したように、
例えばポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）のフィルムなどを用いることができる。こ
のカバー用フィルム材料印刷工程Ｓ１では、図５に示すように、外装カバー１４の天壁２
０よりも幾分大きい略矩形環状の所定領域３４に、例えば、黒色、白色、メタリック調な
どの印刷を施し、このように印刷を施して所定領域３４の中央部に透明乃至半透明の矩形
状の開口領域２４を形成し、この開口領域２４が外装カバー１４の窓（即ち、液晶表示装
置２の表示窓５）として機能する。
【００５１】
　この実施形態では、一つのカバー用フィルム材料３２に、間隔をおいて８箇所に所定領
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域の印刷層２６を形成しているが、このカバー用フィルム材料３２の大きさに対応した適
宜の数を一度に印刷するようにすることができる。尚、このような印刷層２６は、スクリ
ーン印刷、オフセット印刷などの適宜の印刷方式によって印刷することができる。
【００５２】
　次に、カバー用フィルム材料３２に抜き加工を施して所定領域３４を含むカバーフィル
ム片３６を形成し（カバーフィルム抜き工程Ｓ２）、このように形成したものが開口領域
２４を有するカバーフィルムとなる。
【００５３】
　このカバーフィルム抜き工程Ｓ２においては、例えば、プレス型（図示せず）などを用
いた型抜き加工で行うことができ、図５に一点鎖線４０で示すように型抜き加工すること
によって、図６に示すカバーフィルム片３６が形成される。
【００５４】
　その後、図６に示すカバーフィルム片３６にフォーミング加工を施して図７に示す第１
中間カバーフィルム５２を形成する（カバーフィルムフォーミング工程Ｓ３）。このカバ
ーフィルムフォーミング工程Ｓ３においては、カバーフィルム片３６を所定温度範囲にプ
レヒートし、このように加熱したカバーフィルム片３６をプレス型（図示せず）にセット
し、プレス型によるフォーミング加工を施す。即ち、プレス型として凸状フォーミング金
型及び凹状フォーミング金型を用い、これら両フォーミング金型の間にカバーフィルム片
３６を介在させ、凸状フォーミング金型及び凹状フォーミング金型によってフォーミング
加工を施し、かく加工することによって、図７に示す形状の第１中間カバーフィルム５２
が形成される。このフォーミング加工は上記の熱プレス成形の他に真空成形、圧空成形、
もしくはこれらの組み合わせにより加工することができる。
【００５５】
　この第１中間カバーフィルム５２は、上方に延びる立上り部５４（外装カバー１４の周
側壁２２に対応する部分）と、この立上り部５４の上端部から内方に平面状に延びる平面
状部５６（外装カバー１４の天壁２０に対応する部分）と、立上り部５４の下端部から外
方に延びる環状フランジ５８とを有し、印刷層２６が設けられた所定領域３４は、立上り
部５４及びこの立上り部５４に続く平面状部５６の外周縁部まで延びている。
【００５６】
　次に、図７に示す第１中間カバーフィルム５２にトリミング加工を施して不要な部分を
除去して、図８に示す通りの第２中間カバーフィルム６０を形成する（カバーフィルムト
リミング工程Ｓ４）。このカバーフィルムトリミング工程Ｓ４においても、カバーフィル
ム抜き工程Ｓ２と同様に、例えば、プレス型（図示せず）などを用い、このプレス型によ
って型抜き加工を第１中間カバーフィルム５２に施し、外方に延びる環状フランジ５８を
除去することによって、図８に示す第２中間カバーフィルム６０が形成される。
【００５７】
　この第２中間カバーフィルム６０は、外装カバー１４とほぼ同じ形状に形成され、外装
カバー１４の周側壁２２に対応する立上り部５４及びその天壁２０に対応する平面状部５
６を有し、このようにして外装カバー１４（カバーフィルム）が形成される。
【００５８】
　また、静電容量型タッチパネル１０は、外装カバー１４と略同様にして、例えば次のよ
うにして製作することができる。静電容量型タッチパネル１０を製作するには、まず、透
明乃至半透明のタッチパネル用フィルム材料６２に導電性パターンＰＴを形成する。この
導電性パターンＰＴは第１及び第２導電性パターン１５，１７を含み、第１導電性パター
ン１５はタッチパネル用フィルム材料６２の片面に形成され、第２導電性パターン１７は
タッチパネル用フィルム材料６２の他面に形成される（導電性パターン形成工程Ｓ５）。
例えば、タッチパネル用フィルム材料６２としては、上述したように、例えばポリエチレ
ンテレフタレート（ＰＥＴ）のフィルムなどを用いることができる。
【００５９】
　この導電性パターン形成工程Ｓ５では、まず、図９に示すように、このフィルム材料６
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２の片面の所定領域Ｒ（一点鎖線６６で囲まれた領域）に第１導電性パターン１５が形成
される（図９～図１３において、第１導電性パターン１５の一部のみを示す）。図１０に
示す様に、この第１導電性パターン１５には、マトリックス状に配列された多数の第１電
極パッド１５Ｍと、複数個の第１接続端子１５Ｔと、複数個の第２接続端子１７Ｔと、第
１電極パッド１５Ｍと接続端子１５Ｔとを接続する複数本の第１配線１５Ｌと、複数個の
接続端子１７Ｔの各々に接続された複数本の第２配線１７Ｌａとが含まれ、これらは全て
上述したような透明導電性材料で形成される。また、所定領域Ｒは領域Ｒａと領域Ｒｂと
を有し（領域Ｒａと領域Ｒｂとの境界を点線６６ａで示す）、第１電極パッド１５Ｍは、
領域Ｒａの実質上全域に形成され、第１及び第２接続端子１５Ｔ，１７Ｔは、領域Ｒｂの
一端側に一列に配列されて形成される。
【００６０】
　次に、所定領域Ｒの他面に第２導電性パターン１７が形成される（尚、図９及び図１０
において、第２導電性パターン１７の一部を示す）。この第２導電性パターン１７には、
領域Ｒａの他面側の実質上全域にマトリックス状に形成された多数の第２電極パッド１７
Ｍと、第２電極パッドに接続された第３配線１７Ｌｂとが含まれ、これらは全て上述した
ような透明導電性材料で形成される。
【００６１】
　次に、タッチパネル用フィルム材料６２の所定箇所に貫通孔ＴＨを形成し、これら貫通
孔ＴＨに導電性材料を用いた充填印刷を施すことにより、第２配線１７Ｌｂと対応する第
３配線１７Ｌｂとを電気的に接続する。また、第１及び第２接続端子１５Ｔ，１７Ｔにカ
ーボン印刷を行うことにより、第１及び第２接続端子１５Ｔ，１７Ｔにカーボンインクを
塗布する。このように、第１及び第２接続端子１５Ｔ，１７Ｔにカーボンインクを塗布す
ることにより、第１及び第２接続端子１５Ｔ，１７Ｔがカーボンインクにより保護され、
マイグレーション現象の発生が防止される。
【００６２】
　尚、この実施形態では、シート状のタッチパネル用フィルム材料６２を用いているが、
ロール状のタッチパネル用フィルム材料を用いるようにしてもよい。また、ここではタッ
チパネル用フィルム材料６２の片面に全ての電気的接続部（第１及び第２接続端子１５Ｔ
，１７Ｔ）を形成する構成としているが、タッチパネル用フィルム材料６２の両面に電気
的接続部を形成することもでき、この場合には第２接続端子１７Ｔと第２配線１７Ｌａと
をタッチパネル用フィルム材料６２の他面に形成し、第２配線１７Ｌａと第３配線１７Ｌ
ｂとを貫通孔ＴＨを介さずに直接的に接続させる構成とすれば良く、貫通孔ＴＨの形成は
不要となる。
【００６３】
　次に、タッチパネル用フィルム材料６２に抜き加工を施してタッチパネルフィルム片６
４を形成し（タッチパネルフィルム抜き工程Ｓ６）、このように形成したものがタッチパ
ネルフィルムとなる。
【００６４】
　このタッチパネルフィルム抜き工程Ｓ６においては、例えば、プレス型（図示せず）な
どを用いた型抜き加工で行うことができ、図９に一点鎖線６６で示すように型抜き加工す
ることによって、図１１に示すタッチパネルフィルム片６４が形成され、第１導電性パタ
ーン１５は、このタッチパネルフィルム片６４の片面に存在し、第２導電性パターン１７
は、その他面に存在する。
【００６５】
　その後、図１１に示すタッチパネルフィルム片６４にフォーミング加工を施して図１２
に示す第１中間タッチパネルフィルム６８を形成する（タッチパネルフィルムフォーミン
グ工程Ｓ７）。このタッチパネルフィルムフォーミング工程Ｓ７においては、タッチパネ
ルフィルム片６４を所定温度範囲にプレヒートし、このように加熱したタッチパネルフィ
ルム片６４をプレス型（図示せず）にセットし、プレス型によるフォーミング加工を施す
。即ち、プレス型として凸状フォーミング金型及び凹状フォーミング金型を用い、これら
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両フォーミング金型の間にタッチパネルフィルム片６４を介在させ、凸状フォーミング金
型及び凹状フォーミング金型によってフォーミング加工を施し、かく加工することによっ
て、図１２に示す形状の第１中間タッチパネルフィルム６８が形成される。このフォーミ
ング加工は上記の熱プレス成形の他に真空成形、圧空成形、もしくはこれらの組み合わせ
により加工することができる。
【００６６】
　この第１中間タッチパネルフィルム６８は、上方に延びる立上り部７０（静電容量型タ
ッチパネル１０の周側壁１８に対応する部分）と、この立上り部７０の上端部から内方に
平面状に延びる平面状部７２（静電容量型タッチパネル１０の天壁１６に対応する部分）
と、立上り部７０の下端部から外方に延びる環状フランジ７４とを有し、導電性パターン
ＰＴは、立上り部７０、平面状部７２、及び環状フランジ７４に存在するようになり、よ
り具体的に第１及び第２電極パッド１５，１７Ｍは立上がり部７０及び平面状部７０に存
在し、第１及び第２接続端子１５Ｔ，１７Ｔは環状フランジ７４に存在する。
【００６７】
　次に、図１２に示す第１中間タッチパネルフィルム６８にトリミング加工を施して不要
な部分を除去して、図１３に示す通りの第２中間タッチパネルフィルム７６を形成する（
タッチパネルフィルムトリミング工程Ｓ８）。このタッチパネルフィルムトリミング工程
Ｓ８においても、タッチパネルフィルム抜き工程Ｓ６と同様に、例えば、プレス型（図示
せず）などを用い、このプレス型によって型抜き加工を第１中間タッチパネルフィルム６
８に施し、外方に延びる環状フランジ７４を一部（第１及び第２接続端子１５Ｔ，１７Ｔ
が形成された部分）残して除去することによって、図１３に示す第２中間タッチパネルフ
ィルム７６が形成される。
【００６８】
　この第２中間タッチパネルフィルム７６は、静電容量型タッチパネル１０とほぼ同じ形
状に形成され、静電容量型タッチパネル１０の周側壁１８に対応する立上り部７０と、そ
の天壁１６に対応する平面状部７２と、その周側壁１８から延びる延長部１９に対応する
残留フランジ７８とを有し、このようにして静電容量型タッチパネル１０（タッチパネル
フィルム）が形成される。
【００６９】
　その後、成形型を用いて第２中間カバーフィルム６０（外装カバー１４）及び第２中間
タッチパネルフィルム７６（静電容量型タッチパネル１０）をインサート成形する（イン
サート成形工程Ｓ９）。このインサート成形工程Ｓ９においては、図１４及び図１５に示
すように、凸状成形金型８０及び凹状成形金型８２を用い、凸状成形金型８０の凸状部８
４に第２中間タッチパネルフィルム７６を装着するとともに、凹状成形金型８２の凹状部
８６に第２中間カバーフィルム６０を装着し、これらを装着した状態でインサート成形し
て上述した静電容量型タッチパネルアセンブリ８を成形する。
【００７０】
　凸状成形金型８０には、第２中間タッチパネルフィルム７６の内面側形状に対応した凸
状部８４が設けられており、第２中間タッチパネルフィルム７６は、かかる凸状部８４に
被せるように装着される。尚、この凸状成形金型８０には、第２中間タッチパネルフィル
ム７６の立上り部７０の下端部及び残留フランジ７８が挿入される溝部が設けられる。
【００７１】
　また、凹状成形金型８２には、第２中間カバーフィルム６０の外面形状に対応した凹状
部８６が設けられており、第２中間カバーフィルム６０は、かかる凹状部８６にはめ込む
ように装着される。
【００７２】
　インサート成形に際し両成形金型８０，８２の型接合面８８，９０を接合した状態にお
いては、図１５に示すように、凸状成形金型８０の凸状部８４（これに装着された第２中
間タッチパネルフィルム７６）と凹状成形金型８２の凹状部８６（これに装着された第２
中間カバーフィルム６０）との間に、溶融樹脂が流入するキャビティ９２が規定され、こ
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のキャビティ９２が静電容量型タッチパネルアセンブリ８の樹脂層１２の形状に対応する
。
【００７３】
　インサート成形工程Ｓ９においては、第２中間タッチパネルフィル７６を装着した凸状
成形金型８０と、第２中間カバーフィルム６０を装着した凹状成形金型８２とを型締めし
て注入口（図示せず）を通してキャビティ９２内に溶融樹脂が注入され、キャビティ９２
内に注入された溶融樹脂が冷却固化されて上述した静電容量型タッチパネルアセンブリ８
がインサート成形される。ここで、図１５に示す様に、第１及び第２接続端子１５Ｔ，１
７Ｔが形成された残留フランジ７８は凸状成形金型８０に設けられた溝部に挿入されてい
るので、この残留フランジ７８（第１及び第２接続端子１５Ｔ，１７Ｔ）へは溶融樹脂が
回らず、フレキシブルな状態が維持される。
【００７４】
　このようにして製作した静電容量型タッチパネルアセンブリ８は、図２に示すように、
例えばＯＣＡテープ９４などによって、液晶表示手段６の表面側に固定され、このように
して静電容量型タッチパネルアセンブリ８を備えた液晶表示装置２が製作される。
【００７５】
　この静電容量型タッチパネル８に各種機能を持たせるためには、例えば、次のように構
成することができる。例えば、外装カバー１４（カバーフィルム）の他面（印刷層２６が
設けられた面と反対側の面）に傷付防止機能を持たせるためには、この外装カバー１４の
他面に機能層としてハードコート層を設けるようにすればよく、反射防止機能を持たせる
ためには、この外装カバー１４の他面に機能層として反射防止層を設けるようにすればよ
く、また防汚機能を持たせるためには、この外装カバー１４の他面に機能層としての防汚
層を設けるようにすればよく、これらの複数の機能を持たせるために機能層を複数重ねて
設けるようにしてもよい。
【００７６】
　このような機能層（ハードコート層、反射防止層、防汚層など）の形成は、カバー用フ
ィルム材料印刷工程Ｓ１の前に、又はこのカバー用フィルム材料印刷工程Ｓ１とカバーフ
ィルム抜き工程Ｓ２との間で行うことができ、このようなカバーフィルムの段階において
機能層を設けることによって、簡単に且つ容易に設けることができる。
【００７７】
　以上、本発明に従う静電容量型タッチパネルアセンブリの製造方法及びこれを備えた液
晶表示装置の実施形態について説明したが、本発明はこれら実施形態に限定されるもので
はなく、本発明の範囲を逸脱することなく種々の変更乃至修正が可能である。
【００７８】
　例えば、上述した実施形態では、外装カバー１４の片面に印刷層２６を設けて開口領域
２４を規定しているが、印刷層２６に代えて、蒸着による蒸着層を設け、この蒸着層によ
って開口領域２４を規定するようにしてもよく、或いは印刷層２６などに代えて、又は印
刷層２６などとともに、所望の意匠模様などを施した意匠層（意匠膜）を形成するように
してもよい。
【００７９】
　また、例えば、上述した実施形態では、外装カバー１４について、カバーフィルムフォ
ーミング工程Ｓ３において平面状部５６（天壁２０に対応する）、環状の立上り部５４（
周側壁２２に対応する）及び環状フランジ５８を有する第１中間カバーフィルム５２を形
成しているが、このような構成に限定されず、環状の立上り部５４及び環状フランジ５８
については環状に形成する必要はなく、それらの一部が切り欠かれたように形成すること
もできる。また、静電容量型タッチパネル１０についても、タッチパネルフィルムフォー
ミング工程Ｓ７において平面状部７２（天壁１６に対応する）、環状の立上り部７０（周
側壁１８に対応する）及び環状フランジ７４を有する第１中間タッチパネルフィルム６８
を形成しているが、このような構成に限定されず、環状の立上り部７０及び環状フランジ
７４については環状に形成する必要はなく、それらの一部が切り欠かれたように形成する
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こともできる。
【００８０】
　また、上述した実施形態では、静電容量型タッチパネルアセンブリ８を製作するのに、
外装カバー１４についてはトリミング加工を施した第２中間カバーフィルム６０を、また
静電容量型タッチパネル１０についてはトリミング加工を施した第２中間タッチパネルフ
ィルム７６を用いてインサート成形しているが、このような製造方法に代えて、例えば図
１６に示す製造工程に従っても製造することができる。
【００８１】
　図１６において、この製造工程では、外装カバー１４（カバーフィルム）に関連する製
造工程に改良が施されている。即ち、外装カバー１４については、カバー用フィルム材料
印刷工程Ｓ１１、カバーフィルム抜き工程Ｓ１２及びカバーフィルムフォーミング工程Ｓ
１３を遂行して第１中間カバーフィルム５２を製作し、また静電容量型タッチパネル１０
については、導電性パターン形成工程Ｓ１４、タッチパネルフィルム抜き工程Ｓ１５、タ
ッチパネルフィルムフォーミング工程Ｓ１５及びタッチパネルフィルムトリミング工程Ｓ
１７を遂行して第２中間タッチパネルフィルム７６を製作する。そして、カバーフィルム
フォーミング工程Ｓ１３後の第１中間カバーフィルム５２及びタッチパネルフィルムトリ
ミング工程Ｓ１７後の第２中間タッチパネルフィルム７６をインサート成形して中間タッ
チパネルアセンブリを製作し（インサート成形工程Ｓ１８）、その後中間タッチパネルア
センブリの第１中間カバーフィルムにトリミング加工を施して第１中間カバーフィルム５
２の不要部分を取り除き（カバーフィルムトリミング工程Ｓ１９）、このようにしても静
電容量型タッチパネルアセンブリ１０を製作することができる。
【００８２】
　また、上述した製造方法に代えて、静電容量型タッチパネル１０（タッチパネルフィル
ム）に関連する製造工程に改良を施すこともできる。即ち、外装カバー１４（カバーフィ
ルム）については、カバー用フィルム材料印刷工程、カバーフィルム抜き工程、カバーフ
ィルムフォーミング工程及びカバーフィルムトリミング工程を遂行して第２中間カバーフ
ィルム６０を製作し、また静電容量型タッチパネル１０については、導電性パターン形成
工程、タッチパネルフィルム抜き工程及びタッチパネルフィルムフォーミング工程を遂行
して第１中間タッチパネルフィルム６８を製作する。そして、カバーフィルムトリミング
工程後の第２中間カバーフィルム６０及びタッチパネルフィルムフォーミング工程後の第
１中間タッチパネルフィルム６８をインサート成形して中間タッチパネルアセンブリを製
作し（インサート成形工程）、その後中間タッチパネルアセンブリの第１中間タッチパネ
ルフィルムにトリミング加工を施して第１中間タッチパネルフィルム６８の不要部分を取
り除き（タッチパネルフィルムトリミング工程）、このようにしても静電容量型タッチパ
ネルアセンブリ１０を製作することができる。
【００８３】
　また、外装カバー１４（カバーフィルム）及び静電容量型タッチパネル１０（タッチパ
ネルフィルム）に関連する製造工程に改良を施すこともできる。即ち、外装カバー１４（
カバーフィルム）については、カバー用フィルム材料印刷工程、カバーフィルム抜き工程
及びカバーフィルムフォーミング工程を遂行して第１中間カバーフィルム５２を製作し、
また静電容量型タッチパネル１０（タッチパネルフィルム）については、導電性パターン
形成工程、タッチパネルフィルム抜き工程及びタッチパネルフィルムフォーミング工程を
遂行して第１中間タッチパネルフィルム６８を製作する。そして、カバーフィルムフォー
ミング工程後の第１中間カバーフィルム５２及びタッチパネルフィルムフォーミング工程
後の第１中間タッチパネルフィルム６８をインサート成形して中間タッチパネルアセンブ
リを製作し（インサート成形工程）、その後中間タッチパネルアセンブリの第１カバーフ
ィルム５２及び第１中間タッチパネルフィルム６８にトリミング加工を施して第１中間カ
バーフィルム５２及び第１中間タッチパネルフィルム６８の不要部分を同時に取り除き（
カバーフィルムトリミング工程及びタッチパネルフィルムトリミング工程）、このように
しても静電容量型タッチパネルアセンブリ１０を製作することができる。
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【００８４】
　また、例えば、上述した実施形態では、外装カバー１４の開口領域２４を入力操作部（
入力操作画面）として機能させているが、この実施形態における静電容量型パターンフィ
ルム１０の天壁１６及び周側壁１８には、マトリックス状の第１及び第２電極パッド１５
Ｍ，１７Ｍが設けられているので、これら静電容量型タッチパネル１０の天壁１６及び周
側面の少なくとも一部を利用し、外装カバー１４の天壁２０の全域又は一部領域に加えて
周側壁２２の少なくとも一部領域を入力操作部として機能させることができ、例えば、図
１７に示すように構成することができる。
【００８５】
　図１７において、この実施形態の液晶表示装置２Ａでは、静電容量型タッチパネルアセ
ンブリ８Ａの外装カバー１４Ａの天壁２０に主開口領域２４Ａに加えて、図１７において
その右側に第１副開口領域９４が設けられ、また図１７においてその下側に第２副開口領
域９６が設けられている。主開口領域２４Ａは、上述した実施形態における開口領域２４
と同等の表示窓及び入力操作部として機能する。また、第１副開口領域９４は、外装カバ
ー１４Ａの側壁２２ｘ（第１副開口領域９４に隣接する側壁であって、表示装置本体３Ａ
の側壁）に設けられた入力操作領域１０２（入力操作部として機能する）に対応して設け
られ、この入力操作領域１０２の操作内容を表示するためのものであり、第１副開口領域
９４に表示された操作情報に対応する側壁２２ｘの部位を入力操作することによって、そ
の入力操作を静電容量型タッチパネルの側壁（図示せず）（外装カバー１４Ａの側壁２２
ｘの内側に位置する側壁）における電荷の変化でもってその入力操作を検知することがで
きる。
【００８６】
　この入力操作領域１００に操作内容を示す記号・図形などの表記を付すようにしてもよ
く、例えば、記号１０２は「音量大」、「ズーム拡大」、「前送り」などの入力部として
用い、記号１０４は「音量小」、「ズーム縮小」、「後戻し」などの入力部として用い、
記号１０６は「音のＯＮ／ＯＦＦ」などの入力部として用いることができ、さらにタッチ
パネルであるため、操作部の内側にＬＥＤなどが組み込みやすく、操作部を点灯／非点灯
させることにより操作状態を視覚的に認識することもできる。　
【００８７】
　尚、この第１副開口領域９４を外装カバー１４Ａの側壁２２ｘに設けるようにしてもよ
く、この場合、第１副開口領域９４が表示窓及び入力操作部として機能し、第１副開口領
域９４に表示された操作情報を第１副開口領域９４から直接的に入力操作するようになる
。
【００８８】
　また、第２副開口領域９４は、外装カバー１４Ａの側壁２２ｙ（第２副開口領域９６に
隣接する側壁）に設けられた入力操作領域（図示せず）（入力操作部として機能する）に
対応して設けられ、この入力操作領域の操作内容を表示するためのものであり、第２副開
口領域９６に表示された操作情報に対応する側壁２２ｙの部位を入力操作することによっ
て、その入力操作を静電容量型タッチパネルの側壁（図示せず）（外装カバー１４Ａの側
壁２２ｙの内側に位置する側壁）における電荷の変化でもってその入力操作を検知するこ
とができる。
【００８９】
　尚、この第２副開口領域９６についても、外装カバー１４Ａの側壁２２ｙに設けるよう
にしてもよく、この場合、第２副開口領域９６が表示窓及び入力操作部として機能し、こ
の第２副開口領域９６に表示された操作情報を第２副開口領域９６から直接的に入力操作
するようになる。
【００９０】
　この液晶表示装置２Ａでは、主開口領域２４Ａに加えて、第１及び第２副開口領域９４
，９６が設けられているので、この液晶表示装置２Ａにより多くの機能を持たせることが
できるとともに、それらの機能を操作する際の操作性の向上を図ることができ、より使い



(14) JP 5997158 B2 2016.9.28

10

20

30

40

50

勝手のよい液晶表示装置２Ａを提供することができる。尚、副開口領域については、一つ
又は三つ以上設けるようにしてもよく、またその配置についても使い方などを考慮して適
宜の部位に設けることができる。
【００９１】
　このような液晶表示装置２Ａは、スマートフォン、タブレット端末、デジタルカメラな
どに適用することができ、側面にタッチパネル操作機能を持たせた場合、音量、ズーム、
チャンネル切替、電源ＯＮ／ＯＦＦなどの入力操作を操作ボタンなどで個別に設定するこ
となく、表示装置本体３Ａの側面に設定することが可能となる。
【００９２】
　また、図１７に示す液晶表示装置２Ａでは、主開口領域２４Ａ、第１副開口領域９４、
及び第２副開口領域９６は、静電容量型タッチパネルアセンブリ８Ａの外装カバー１４Ａ
の平坦面（即ち、天壁２０及び側壁２２ｘ，２２ｙ）に設けられているが、開口領域を曲
面に設けることもでき、例えば、図１８に示す様に構成することができる。
【００９３】
　図１８において、この液晶表示装置２Ｂでは、外装カバー１４Ｂの天壁２０と側壁２２
ｘとの接続部を比較的大きなＲ形状とし、このＲ形状に沿って第１副開口領域９４Ｂが設
けられている。同様に、天壁２０と側壁２２ｙとの接続部を比較的大きなＲ形状とし、こ
のＲ形状に沿って第２副開口領域９６Ｂが設けられている。これら第１及び第２副開口領
域９４Ｂ，９６Ｂは、表示窓及び入力操作部（タッチパネル入力操作部）として機能し、
この第１及び第２副開口領域９４Ｂ，９６Ｂに表示された操作情報を第１及び第２副開口
領域９４Ｂ，９６Ｂからそれぞれ直接的に入力操作するようになる。
【００９４】
　この液晶表示装置２Ｂにおいても、主開口領域２４Ａに加えて、第１及び第２副開口領
域９４Ｂ，９６Ｂが設けられているので、この液晶表示装置２Ｂにより多くの機能を持た
せることができるとともに、それらの機能を操作する際の操作性の向上を図ることができ
、より使い勝手のよい液晶表示装置２Ｂを提供することができる。この場合においても、
副開口領域については、一つ又は三つ以上設けるようにしてもよい。尚、このように天壁
２０と周側壁２２との接続部に副開口領域を設ける場合には、液晶表示手段６の形状も当
該接続部のＲ形状に対応したものとすればよい。
【００９５】
　更に、上述した液晶表示装置２，２Ａ，２Ｂにおいては、その表面（上面）が平面状に
形成されているが、これを曲面とすることもでき、また／或いは、天壁２０と周側壁２２
との接続部を、副開口領域の有無に係わらず、図１８に示す液晶表示装置２Ｂにおける天
壁２０と側壁２２ｙとの接続部と同様に、比較的大きなＲ形状とすることもできる。
【００９６】
　また、上述した液晶表示装置２，２Ａ，２Ｂは平面視矩形状とされているが、液晶表示
装置の形状はこれに限定されず、例えば円形、楕円形、多角形等の他の形状とすることも
できる。
【００９７】
　このような静電容量型タッチパネルアセンブリは、上述した如くして製作された静電容
量型タッチパネル（タッチパネルフィルムトリミング工程後のもの）を用いて、例えば、
次のようにしても製造することができる。
【００９８】
　〔第１の変形形態の製造方法〕
　上述した製造方法では、外装カバー１４（第２中間カバーフィルム６０）と静電容量型
タッチパネル１０（第２中間タッチパネルフィルム７６）とを一工程で同時にインサート
成形しているが、次のようにしても一工程でつくることができる。
【００９９】
　第１凸状成形金型及び第１凹状成形金型を用い、第１凸状成形金型の凸状部に静電容量
型タッチパネル１０（第２中間タッチパネルフィルム７６）を装着し、また第１凹状成形
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金型の凹状部側に意匠模様などを有するフィルムを設け、このような状態で第１凸状成形
金型及び第１凹状成形金型を型締めして静電容量型タッチパネル１０をインサート成形す
るとともに、このインサート成形時にフィルムの意匠模様などを、成形により形成される
樹脂層の表面に施すインモールド成形を同時に行うようにし、このように成形しても静電
容量型タッチパネル１０を備えた静電容量型タッチパネルアセンブリを製造することがで
きる。尚、このように成形した場合、外装カバーを省略することができ、静電容量型タッ
チパネル１０の表面側の樹脂層１２が外装カバーとしても機能する。
【０１００】
　この第１の変形形態では、外装カバーを省略しているが、静電容量型タッチパネル１０
（第２中間タッチパネルフィルム７６）については、上述したようにインモールド成形し
てその表面に樹脂層１２を形成し、また外装カバーについては、上述したインモールド成
形により形成し、静電容量型タッチパネル１０の表面側の樹脂層１２にＯＣＡ（Ｏｐｔｉ
ｃａｌ　Ｃｌｅａｒ　Ａｄｈｅｓｉｖｅ）（例えば、ＯＣＡテープ）を介してインモール
ド成形した外装カバーを貼り付けるようにしてもよい。
【０１０１】
　〔第２の変形形態の製造方法〕
　インサート成形と貼付により静電容量型タッチパネルアセンブリを製造するようにして
もよく、この場合、上述したようにして製作した外装カバー１４（第２中間カバーフィル
ム６０）（又は予め他の製造方法で製作した外装カバー）と上述したように製作した静電
容量型タッチパネル１０（第２中間タッチパネルフィルム７６）とを用いて製造すること
ができる。
【０１０２】
　凸状成形金型及び凹状成形金型を用い、凸状成形金型の凸状部に静電容量型タッチパネ
ル１０（第２中間タッチパネルフィルム７６）を装着し、かく装着した状態で凸状成形金
型及び凹状成形金型を型締めして静電容量型タッチパネル１０をインサート成形してその
表面側に樹脂層１２を形成する。その後、静電容量型タッチパネル１０（第２中間タッチ
パネルフィルム７６）の表面側（インサート成形した樹脂層１２の表面側）にＯＣＡにて
外装カバー１４（第２中間カバーフィルム６０）を貼り付け、このようにしても静電容量
型タッチパネル１０を備えた静電容量型タッチパネルアセンブリを製造することができる
。
【０１０３】
　〔第３の変形形態の製造方法〕
　上述した実施形態では、外装カバー１４を備えているが、この外装カバー１４は必ずし
も必要なものではなく、樹脂層１２を外装カバーとして機能させることもできる。この場
合、凸状成形金型及び凹状成形金型を用い、凸状成形金型の凸状部に静電容量型タッチパ
ネル１０（第２中間タッチパネルフィルム７６）を装着し、かく装着した状態で凸状成形
金型及び凹状成形金型を型締めして静電容量型タッチパネル１０をインサート成形してそ
の表面側に樹脂層１２を形成し、インサート成形した樹脂層１２の表面側に印刷、塗装、
蒸着など二次加工で意匠模様などを付加するようにしてもよく、或いは機能層（傷付防止
機能、反射防止機能、防汚機能など）を付加するようにしてもよく、このようにしても静
電容量型タッチパネル１０を備えた静電容量型タッチパネルアセンブリを製造することが
できる。
【０１０４】
　〔第４の変形形態の製造方法〕
　第３の変形形態の製造方法では、静電容量型タッチパネル１０（第２中間タッチパネル
フィルム７６）の表面側に樹脂層１２をインサート成形により形成しているが、インサー
ト成形ではなく、樹脂層１２として機能する樹脂製立体的プレート（又は樹脂製立体的シ
ート）を静電容量型タッチパネル１０（第２中間タッチパネルフィルム７６）に貼り付け
るようにしてもよい。この場合、立体的樹脂製プレート（又は立体的樹脂製シート）を静
電容量型タッチパネル１０の外形形状に対応するように予め成形により立体的に形成し、
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よい）に意匠模様などを付加し、更にその表面側に機能層（傷付防止機構など）を付加し
、その後、静電容量タッチパネル１０（第２中間タッチパネルフィルム７６）の表面側に
ＯＣＡにて樹脂製立体的プレート（又は樹脂製立体的シート）を貼り付けるようにしても
よく、このようにしても静電容量型タッチパネル１０を備えた静電容量型タッチパネルア
センブリを製造することができる。
【０１０５】
　〔第５の変形形態の製造方法〕
　樹脂層１２をインサート成形により形成するのではなく、樹脂層１２として機能する樹
脂製立体的プレート（又は樹脂製立体的シート）を上述したように予め成形により形成し
、この樹脂製立体的プレート（又は樹脂製立体的シート）に静電容量型タッチパネル１０
（第２中間タッチパネルフィルム７６）及び外装カバー１４（第２中間カバーフィルム６
０）を貼り付けるようにしてもよい。この場合、静電容量型タッチパネル１０（第２中間
タッチパネルフィルム７６）の表面側にＯＣＡにて樹脂製立体的プレート（又は樹脂製立
体的シート）を貼り付け、更にこの樹脂製立体的プレート（又は樹脂製立体的シート）の
表面側にＯＣＡを介して外装カバー１４（第２中間カバーフィルム６０）を貼り付ければ
よく、このようにしても静電容量タッチパネル１０を備えた静電容量型タッチパネルアセ
ンブリを製造することができる。
【符号の説明】
【０１０６】
　２，２Ａ，２Ｂ　液晶表示装置
　３，３Ａ　表示装置本体
　６　液晶表示手段
　８　静電容量型タッチパネルアセンブリ
　１０　静電容量型タッチパネル
　１２　樹脂層
　１５　第１導電性パターン
　１５Ｍ　第１電極パッド
　１５Ｔ　第１接続端子
　１７　第２導電性パターン
　１７Ｔ　第２接続端子
　１７Ｍ　第２電極パッド
　１４，１４Ａ，１４Ｂ　外装カバー
　２４，２４Ａ，９４，９６，９４Ｂ，９６Ｂ　開口領域
　５２　第１中間カバーフィルム
　６０　第２中間カバーフィルム
　６８　第１中間タッチパネルフィルム
　７６　第２中間タッチパネルフィルム
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